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1 昭和 61年 6月20日(金曜日)午前 10時

1 館山市役所議場

1 出席議員 2 5名

1番 神田 守蜂 2番 田沢 勝信

3番 山中金治郎 4番 小宮 利夫

5番 横溝 功 6番 生稲 陸

7番 榎本 春光 8番 日下 君敏

9番 福原 勤 1 0番 川名 正二

1 1番 飯田 義男 1 2番 石井 謀

1 3番 石井 昌治 1 4番 伊藤幸太郎

1 5番 渡辺 昭夫 1 6番 松下 正己

1 7番 近藤 好雄 1 9番 黒川 平治

2 1番 吉田勇治郎 2 2番 林 豊

2 3番 伊賀 多朗 2 4番 流山源次郎

2 5番 五十嵐 昇 2 6番 石井 正

2 7番 安西 益男

1 欠席議員 2名

2 0番 石井 武敏 2 8番 安薄 徳l噴

1 出席説明員

市 長 半津 良一 助 役 小倉 澄男

収 入 役 山田 俊康 市長公室長 斉藤 武男

総務 部長 飯野 芳郎 民生 部長 渡辺 弘

経済 部長 安西 良一 水道 課長 石井 敏夫

教育委員会 高橋
委員長 弘之 教育委員会福原

教育長
修

監査 委員 鈴木 重司 監査事務局長 橋本 巌利

農業委員会会長 斎藤 明
農業委員会 池田
事務局長 六郎

1 出席事務局職員

第 1号lと同じ

1 議事日程(第 4号)

昭和 61年 6月20日午前 10時開議

館山市職員の勤務時間、休日、休暇等lζ関
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する条例の一部を改正する条例の制定lζ つ

いて

議案第 37号 館山市職員給与条例の一部を改正する条例

日程第 1く の制定について

議案第 38号 館山市市税条例の一部を改正する条例の制

定について

議案第 39号 館山市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例の制定について

議案第 44号 昭和 61年度館山市一般会計補正予算(第

2号)

館山市手数料条例の一部を改正する条例の

制定について

議案第 41号 館山市保育所条例の一部を改正する条例の

制定について

日程第 2~議案第 4 2号 館山市国民健康保険条例の一部を改正する

条例の制定について

議案第 45号 昭和 61年度館山市国民健康保険特別会計

補正予算(第 1号)

議案第 46号 昭和 61年度館山市老人保偉特別会計補正

予算(第 1号)

日程第 3 議案第 43号 館山市市営住宅の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例の制定について

日程第 4 請願第 2 号 公費負担医壊の改善・充実lζ関する請願書

館山機構破損笛所の早期復旧lζ関する請願

日程第 5 書

講願第 3 号 昭和 61年産生産者米価・米穀政策実現lζ

関する請願書

日程第 6 議案第 47号 人権擁護委員候補者の推薦について

開 議午前 10時o8分
。議長(流山源次郎君) 本日の出席議員数 24名、乙れより第 2回市
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議会定例会第4日自の会議を開きます。

議案の配付

。議長(流山源次郎君) 議案を配付いたさせます。

議案の配付漏れはありませんか。一一一配付漏れなしと認めます。

本日の議事はお手元に配付の日程表により行います。

議案の上程

。議長(流山源次郎君) 日程第 1、議案第 36号乃至議案第 39号及

び議案第 44号の各議案を一括して議題といたします。

総務委員会委員長報告

。議長(流山源次郎君) ただいま議題となりました各議案は、ともに

6月 17日の本会議において総務委員会に付託されたものであります。

よって、乙れより各議案に対する総務委員会における審査の経過並び

に結果につき委員長の報告を求めます。

総務委員会委員長山中金治郎君。御登壇願います。

(総務委員会委員長山中金治郎君登壇)

。総務委員会委員長(山中金治郎君) ただいま議題となりました議案

第 36号乃至第 39号及び第 44号lζ係る総務委員会におきます審査の

経過及び結果について御報告申し上げます。

去る 6月 17日、本会議におきまして付託を受けました各議案審査の

ため、 18日午前 10時より総務委員会を招集し、 8人出席のもとに付

託の趣旨を体しまして慎重な審査をいたしました。

もとより、各議案につきましてはすでに本会議におきまして一般質問、

議案関連質疑等を通じ活発な論議が展開されましたが、本委員会といた

しましては乙のような背景のもとで執行部の出席を求め、説明を聴取し

つつ、審議を進めました。

以下、委員会の質疑応答を整理いたし、その概要を御報告申し上げま

す。

まず、議案第 36号館山市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条
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例の一部を改正する条例の制定については、今回の改正は医学的な見地

から見ての改正であるか、また本市が県下lζ先がけて実施しようとする

ものなのか、との質疑lこ対し、執行部より、今回の改正は労働基準法の

改正!と伴うものであり、医学的な面を加味しての基準法の改正と考えて

いる、また労働基準法の改正であるのでおそらく県下全市町村での改正

がなされるものと思うとの回答があり、女子職員の分ぺんに関する特別

休暇の実態についての質疑に対しましては、通常の場合は規定どおりの

休暇をとっているとの回答がありました後、母胎保護の観点から適切な

改正と考えるので、有効に休暇を与えるようにとの要望がありました。

議案第 37号館山市職員給与条例の一部令改正する条例の制定につい

ては、給与は現金支給が原則であるが改正後口座振替を希望しない職員

については従来と違った方法になるのかとの質疑に対しまして、あくま

でも本人の申し出のあった場合についてのみ行うもので、口座振替を希

望しない職員については現在と全く同じ方法で行う旨回答がなされまし

た。その後、現金支給の希望がしづらくならないようにしていただきた

いとの要望がありました。

議案第 44号昭和 61年度館山市一般会計補正予算については、本会

議においても質疑がなされたが、結果的には省令の解釈に誤解がありそ

れを是正するための補正ではないかとの質疑に対し、省令lとは関係市町

村lζ配分しなさいという規定は見当たらず、法の解釈として間違いはな

かったと理解している、しかし今回省令の改正があったため過年度分に

ついてもどうかと問い合わせたところ、関係市町村と協議して配分すべ

きであるとの指導がなされたので今回補正をした次第である、なお関係

市町村への配分にあたっては今後も県の指導を受けて対処したい旨の回

答がありました。

5 9年度決算について修正をする必要があるのではないかとの質疑に

対し、さかのぼって決算を修正することはできず、今回の場合は本補正

予算により 61年度決算をもって完結することになるとの回答がなされ

ました。

議案第 38号館山市市税条例の一部を改正する条例の制定について、

議案第 39号館山市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
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ついての両議案については、質疑なく、審議を了といたしました。

以上、委員会におきます審査の概要を申し上げましたが、本委員会は

付託を受けた議案につきまして、議案第 38号及び議案第 44号につき

ましては賛成多数で、また議案第 36号及び議案第 37号並びlζ議案第

3 9号につきましては全員一致をもって原案どおり可決するものと決し

ました。

以上、総務委員会におきます審査の経過並びに結果について御報告を

申し上げました。何とぞ満場の御承認を賜りますようお願いをいたしま

して委員長報告といたします。

。議長(流山源次郎君) 以上で委員長の報告を終わります。

ただいまの委員長報告について御質疑ありませんか。一-i卸質疑なし

と認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論を行います。

通告はありませんでした。討論ありませんか。一一討論なしと認めま

す。よって、討論を終結いたします。

採決

。議長(流山源次郎君) これより採決いたします。

採決は分割して行います。

まず、議案第 36号及び議案第 37号について一括して採決いたしま

す。

議案第 36号及び議案第 37号についての委員長の報告は原案可決で

あります。

各議案を委員長の報告どおり可決する乙とに御異議ありませんか。

( r異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(流山源次郎君) 御異議なしと認めます。よって、議案第 36 

号及び議案第 37号の各議案はいずれも原案どおり可決されました。

次いで、議案第 38号館山市市税条例の一部を改正する条例の制定に

ついて起立により採決いたします。

本案についての委員長の報告は原案可決であります。

本案を委員長の報告どおり可決することに賛成の諸君の起立を求めま
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す。

(賛成者起立)

O議長(流山源次郎君) 起立多数であります。よって、本案は原案ど

おり可決されました。

次いで、議案第 39号館山市国民健康保険税条例の一部を改正する条

例の制定について起立により採決いたします。

本案についての委員長の報告は原案可決であります。

本案を委員長の報告どおり可決する乙とに賛成の諸君の起立を求めま

す。

(賛成者起立)

O議長(流山源次郎君) 起立多数であります。よって、本案は原案ど

おり可決されました。

次いで、議案第 44号昭和 61年度館山市一般会計補正予算(第 2号)

について起立により採決いたします。

本案についての委員長の報告は原案可決であります。

本案を委員長の報告どおり可決する乙とに賛成の諸君の起立を求めま

す。

(賛成者起立)

O議長(流山源次郎君) 起立多数であります。よって、本案は原案ど

おり可決されました。

議案の上程

。議長(流山源次郎君) 日程第 2、議案第 40号乃至議案第 42号、

議案第 45号及び議案第 46号の各議案を一括して議題といたします。

文教民生委員会委員長報告

。議長(流山源次郎君) ただいま議題となりました各議案は、ともに

6月 17日の本会議において文教民生委員会に付託されたものでありま

す。

よって、乙れより各議案lζ対する文教民生委員会における審査の経過

並びに結果につき委員長の報告を求めます。
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文教民生委員会委員長松下正己君。御登壇願います。

(文教民生委員会委員長松下正己君登壇)

。文教民生委員会委員長(松下正己君) 去る 17日開会の本会議にお

きまして、本文教民生委員会に付託されました一般議案 3件、特別会計

補正予算 2件につき、翌 18日委員会を招集し慎重に内容審査を行いま

した。

以下、委員会における審査の経過並びに結果について御報告申し上げ

ます。

まず、結果については、議案第 40号館山市手数料条例の一部を改正

する条例の制定について、議案第 41号館山市保育所条例の一部を改正

する条例の制定について、議案第 42号館山市国民健康保険条例の一部

を改正する条例の制定について、議案第 46号昭和 61年度館山市老人

保健特別会計補正予算(第 1号)の 4議案については全員一致をもって、

議案第 45号昭和 61年度館山市国民健康保険特別会計補正予算(第 1

号)については賛成多数をもって、それぞれ原案どおり可決すべきもの

と決しました。

次lζ 、審査の過程における主なる事項について申し上げます。

議案第 40号については、住民票または戸籍の附票の閲覧照合はでき

ないという乙とかどうか説明を求めましたと乙ろ、プライパシ一保護の

観点から住民票については従前住民基本台帳の原簿の閲覧はできたが、

今後は住民基本台帳の一部の写しで閲覧させる乙とになり、一部の写し

とは氏名、出生年月日、性別、住所が記載されたものである、なお戸籍

の附票の閲覧については廃止されたと説明がなされました。

次lζ 、議案第 4 1号については、定員を削減する乙との効果について

を問いただしましたと乙ろ、 60年度の定員lζ対する充足率は 55 %、

6 1年度の募集時における充足率は 50%に満たない状況にあり、県か

ら50%を割った場合lζは定員を削減するようにとの指導があった、ま

た園、県の措置費負担金についても定員を削減した方が保育単価が高く

なり増額になるので今回削減をしようとするものであると答弁がありま

した。

そこで、園児が年々減少の傾向にあるが将来の方向性について聞きま
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したところ、数年前から国レベルにおいて幼保一元化の問題が検討され

ておるが現在の段階では保育園の保育内容、幼稚置の教育内容に差があ

り、一元化については問題があると答弁がありました。

次lこ、議案第 45号については、まず医療費の伸び等について県下各

市の状況等詳細にわたり説明を求めた後、国保税lこ対する市民負担は限

界に達しており、もはや一般会計から繰り出しをすべき時期にきている

のではないかと市長に答弁を求めました。国保税が相当高いという乙と

は感じておるが、財源の問題であり、一般会計から繰り出しすればそれ

をどこかで削らなければならないという選択の問題になる、そしてその

ことが果たして市民の合意が得られるかどうか難かしい問題だと考えて

おるとの答弁がありました。

そこで、委員より、大幅な国保税の値上げを前提とした補正であり、

市民生活の現状からいって乙うした値上げは認められない、また大幅値

上げに対する市の措置が十分であるとも受け取れず、今後国lζ対して国

保に対する補てん措置をされるよう強く主張すべきであることを指摘し、

本議案に反対との意見がありました。

そこで、さらに他の委員より、市長が現状を認識し一歩前進したとい

うことで賛成はするが、さらに行政の合理化を図ることにより、場合に

よっては一般会計からの繰り出しも行うという積極的な考えで対応する

よう強い要望をかねての意見がありました。

以上で本委員会における審査の概要について申し上げましたが、満場

の皆さまの御賛同を賜りますようお願い申し上げ、文教民生委員会委員

長報告とします。

。議長(流山源次郎君) 以上で委員長の報告を終わります。

ただいまの委員長報告について御質疑ありませんか。一一一御質疑なし

と認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論を行います。

通告はありませんでした。討論ありませんか。一一討論なしと認めま

す。よって、討論を終結いたします。

採決
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。議長(流山源次郎君) 乙れより採決いたします。

採決は分割して行います。

まず、議案第 40号乃至議案第 42号について一括して採決いたしま

す。

議案第 40号乃至議案第 42号についての委員長の報告は原案可決で

あります。

各議案を委員長の報告どおり可決する乙とに御異議ありませんか。

( I異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(流山源次郎君) 御異議なしと認めます。よって、議案第 40 

号乃至議案第 42号の各議案はいずれも原案どおり可決されました。

次いで、議案第 45号昭和 61年度館山市国民健康保険特別会計補正

予算(第 1号)について起立により採決いたします。

本案についての委員長の報告は原案可決であります。

本案を委員長の報告どおり可決する乙とに賛成の諸君の起立を求めま

す。

(賛成者起立)

O議長(流山源次郎君) 起立多数であります。よって、本案は原案ど

おり可決されました。

次いで、議案第 46号昭和 61年度館山市老人保健特別会計補正予算

(第 1号)について採決いたします。

本案についての委員長の報告は原案可決であります。

本案を委員長の報告どおり可決する乙とに御異議ありませんか。

( i異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(流山源次郎君) 御異議なしと認めます。よって、本案は原案

どおり可決されました。

議案の上程

。議長(流山源次郎君) 日程第 3、議案第 43号館山市市営住宅の設

置及び管理lζ関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題と

いたします。
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建設経済委員会委員長報告

。議長(流山源次郎君} ただいま議題となりました議案第 43号は、

6月 17日の本会議において建設経済委員会に付託されたものでありま

す。

よって、乙れより本案に対する建設経済委員会における審査の経過並

びに結果につき委員長の報告を求めます。

建設経済委員会委員長日下君敏君。御登壇願います。

{建設経済委員会委員長日下君敏君登壇)

。建設経済委員会委員長(日下君敏君) 去る 17日開会の本会議にお

きまして建設経済委員会民付託されました議案第 43号館山市市営住宅

の設置及び管理lζ関する条例の一部を改正する条例の制定について、 1

9日委員会を招集し、審査を行いました結果、全員一致をもって原案ど

おり可決すべきものと決しました。

以上、建設経済委員会委員長報告を終わります。

。議長(流山源次郎君) 以上で委員長の報告を終わります。

ただいまの委員長報告について御質疑ありませんか。一一一御質疑なし

と認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論を行います。

通告はありませんでした。討論ありませんか。一一一討論なしと認めま

す。よって、討論を終結いたします。

採決

。議長(流山源次郎君) 乙れより採決いたします。

本案についての委員長の報告は原案可決であります。

本案を委員長の報告どおり可決することに御異議ありませんか。

( r異議なし Jと呼ぶ者あり)
。議長(流山源次郎君) 御異議なしと認めます。よって、本案は原案

どおり可決されました。

請願書の上程

。議長(流山源次郎君) 日程第 4、請願第 2号公費負担医療の改善・
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充実に関する請願書を議題といたします。

文教民生委員会委員長報告

。議長(流山源次郎君) ただいま議題となりました請願第 2号は、 6

月 17日の本会議において文教民生委員会lζ付託されたものであります。

よって、乙れより本請願書lζ対する文教民生委員会における審査の経

過並びに結果はっき委員長の報告を求めます。

文教民生委員会委員長松下正己君。御登壇願います。

(文教民生委員会委員長松下正己君登壇)

。文教民生委員会委員長(松下正己君) 去る 17日開会の本会議にお

きまして本文教民生委員会に付託されました請願第 2号公費負担医療の

改善・充実に関する請願書について、翌 18日委員会を招集し、慎重な

る審査を行いました。

質疑なし、賛成多数、不採択と決しました。

以上、審査の結果について申し上げ、満場の御賛同を賜りますようお

願い申し上げ、文教民生委員会委員長報告といたします。

。議長(流山源次郎君) 以上で委員長の報告を終わります。

ただいまの委員長報告について御質疑ありませんか。

( r休憩」と呼ぶ者あり)

。議長(流山源次郎君) 暫時休憩いたします。

午前 10時 30分休憩

午後 10時 34分再開

0議長(流山源次郎君) 休憩前に引き続き会議を聞きます。

発言の訂正

O議長(流山源次郎君) 委員長から訂正の申し入れがありましたので、

発言を許可いたします。

(文教民生委員会委員長松下正己君登壇)

。文教民生委員会委員長(松下正己君) ただいま文教民生委員会の請

願第 2号における審査の結果について、賛成多数というような発言をい

たしました。ま乙と!と本会議において不謹慎だと思いますが、今後乙れ
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を改めてさらにすばらしい人聞になりたいと思いますので……。賛成少

数、不採択と決しました。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

。議長(流山源次郎君) 以上で委員長の報告を終わります。

ただいまの委員長報告について御質疑ありませんか。一一一御質疑なし

と認めます。よって、質疑を終結いたします。

乙れより討論を行います。

通告はありませんでした。討論ありませんか。一一一討論なしと認めま

す。よって、討論を終結いたします。

採決

。議長(流山源次郎君) 乙れより採決いたします。

本請願書についての委員長の報告は不採択であります。

本請願書を委員長の報告どおり不採択と決します乙とに賛成の諸君の

起立を求めます。

(賛成者起立)

O議長(流山源次郎君) 起立多数であります。よって、本講願書は不

採択と決しました。

請願書の上程

。議長(流山源次郎君) 日程第 5、請願第 1号及び請願第 3号の各請

願書を一括して議題といたします。

建設経済委員会委員長報告

。議長(流山源次郎君) ただいま議題となりました請願第 1号は 3月

1 0日、請願第 3号は 6月 11日の本会議においてともに建設経済委員

会に付託されたものであります。

よって、乙れより各請顧書lζ対する建設経済委員会における審査の経

過並びに結果につき委員長の報告を求めます。

建設経済委員会委員長日下君敏君。御登壇顕います。

(建設経済委員会委員長田下君敏君登壇)

-98-



。建設経済委員会委員長(日下君敏君) ただいま議題となりました請

願第 1号館山桟矯破損笛所の早期復旧に関する講願書及び講願第 3号紹

和 6 1年産生産者米価・米穀政策実現lζ 関する請願書につきまして、 1

9日招集の委員会において審査をいたしました。

その審査の経過並びに結果について御報告申し上げます。

まず、請願第 1号館山横橋破損箇所の早期復旧に関する請願書であり

ますが、本請願書につきましては 3月定例会において本委員会lζ付託さ

れ、継続審査となっていたものであります。

館山桟橋の破損箇所lζ関しては、これまでも本会議において種々論議

がなされているところであり、市においては大型工作船の回航をまって

撤去するとの考えが示されておりますが、さらにその後の経過について

説明を求めましたと乙ろ、県の話では本年 7月から 11月までの間lζ大

型工作船の回航があるとの乙とであるので、 9月に補正予揮を計上し腐

食した部分についての撤去をしたいと考えている旨の説明がありました。

さらに、復旧については、現段階では考えていないが、将来いろいろ

な面で利益を得ることがあればその時点で協議を願って考えていきたい

との説明がありました。

次lと、討論を行い、破損箇所の撤去について早急に取り組むよう要望

するとともに、復旧については単に復旧するだけでは意義がないと思わ

れるので、大きな見地から横橋を利用した鏡ケ浦の全体の活用計画を検

討すべきであるとの反対意見がありました。

採決の結果、賛成者がなく不採択とすべきものと決しました。

次l乙、講願第 3号昭和 61年産生産者米価・米穀政策実現に関する請

願書についてでありまするが、本請願書はっきましては去る 17日の本

会議において本委員会に付託されたものであります。

本請願書については、農業協同組合において全国的な規模で行われて

いるものであるとの説明がありました。

次lζ 、討論を行い、日本農業の危機を脱するために政府lζ働きかける

ことは自治体としての責務である、また農業者の生産意欲をなくさない

ためにも採択すべきであるとの賛成意見がありました。

採決の結果、全員一致をもって採択すべきものと決しました。
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以上、建設経済委員会委員長報告を終わります。

。議長(流山源次郎君) 以上で委員長の報告を終わります。

ただいまの委員長報告について御質疑ありませんか。一一制質疑なし

と認めます。よって、質疑を終結いたします。

乙れより討論を行います。

通告はありませんでした。討論ありませんか。一一号す論なしと認めま

す。よって、討論を終結いたします。

採決

。議長(流山源次郎君) 乙れより採決いたします。

採決は分割して行います。

まず、請願第 1号館山桟橋破損箇所の早期復旧lζ関する請願書につい

て起立により採決いたします。

本請願書についての委員長の報告は不採択であります。

本請願書を委員長の報告どおり不採択と決します乙とに賛成の諸君の

起立を求めます。

(賛成者起立)

O議長(流山源次郎君) 起立多数であります。よって、本請願書は不

採択と決しました。

次いで、請願第 3号昭和 61年産生産者米価・米穀政策実現lζ関する

請願書について採決いたします。

本請願書についての委員長の報告は採択であります。

本講願書を委員長の報告どおり採択と決しますことに御異議ありませ

んか。

( r異議なし Jと呼ぶ者あり)
。議長(流山源次郎君) 御異議なしと認めます。よって、本請願書は

採択と決しました。

日程の追加

。議長(流山源次郎君) お諮りいたします。

ただいま採択されました請願書lζ附帯して発議案第 1号昭和 61年産
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生産者米価・米穀政策l乙関する意見書についてが提出されました。

乙の際、本発議案を日程lζ追加し、議題といたしたいと思います。乙

れに御異議ありませんか。

( r異議なし Jと呼ぶ者あり)
。議長(流山源次郎君) 御異議なしと認めます。よって、本案を日程

に追加し、議題とする乙とに決しました。

議案の上程

。議長{流山源次郎君) 発議案第 1号昭和 61年産生産者米価・米穀

政策に関する意見書についてを議題といたします。

議案を配付いたさせます。

(議案配付)

O議長(流山源次郎君) 議案の配付漏れはありませんか。一一官付漏

れなしと認めます。

議案の朗読を願います。

(書記朗読)

O議長(流山源次郎君) 朗読は終わりました。

議案の内容説明

。議長(流山源次郎君) 議案の説明を求めます。

( 8番議員日下君敏君登壇)

08番(日下君敏君) 発議案第 1号昭和 61年産生産者米価・米穀政

策tζ関する意見書についての提案理由の説明をいたします。

昭和 52年以来の生産者米価の抑制、さらに生産調整等、農業者を取

り巻く環境は非常に厳しいものがあります。そして、乙の乙とは単lζ農

業者のみならず地域経済にとっても極めて大きな影響を及ぼすものであ

ります。

かかる見地から、生産者の向上努力を反映した本年度の生産者米価の

決定並びに将来にわたる米穀政策の確立等について要望すべく、ただい

ま採択されました請願書の趣旨を体しまして、意見書を提出いたしたく

6名の賛成者をもちまして本案を提出した次第でございます。
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何とぞ満場の御賛同を賜りますようお願い申し上げまして提案理由の

説明といたします。

。議長(流山源次郎君) 説明は終わりました。

乙れより質疑を行います。御質疑ありませんか。一一御質疑なしと認

めます。よって、質疑を終結いたします。

委員会付託の省略

。議長(流山源次郎君) お諮りいたします。

本案については委員会付託並びに討論省略、直ちに採決することに御

異議ありませんか。

( i異議なし Jと呼ぶ者あり)

。議長(流山源次郎君) 御異議なしと認めます。よって、決定いたし

ました c

採決

。議長(流山源次郎君) 乙れより採決いたします。

本案を原案どおり可決することに御異議ありませんか。

( i異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(流山源次郎君) 御異議なしと認めます。よって、本案は原案

どおり可決されました。

暫時休憩いたします。

午前 10時 50分休憩

午後 12時 16分再開

。副議長(伊藤幸太郎君) 午後の出席議員数 24，名、休憩前に引き続

き会議を聞きます。

日程の追加

。副議長(伊藤幸太郎君) 議長流山源次郎君から議長の辞職願が提出

されております。

お諮りいたします。この際、議長辞職の件を日程に追加し、議題とす

ることに御異議ありませんか口
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( i異議なし」と呼ぶ者あり)

。副議長(伊藤幸太郎君) 御異議なしと認めます。よって、この際、

議長辞職の件を日程に追加し、議題とすることに決しました。

議長辞職について

。副議長(伊藤幸太郎君) 議長辞職の件を議題といたします。

まず、辞職願を朗読いたさせます。

(書記朗読)

0副議長(伊藤幸太郎君) 朗読は終わりました。

お諮りいたします。流山源次郎君の議長の辞職を許可する乙とに御異

議ありませんか。

( i異議なし j と呼ぶ者あり)

( i異議あり」と呼ぶ者あり)

。副議長(伊藤幸太郎君) 御異議がありますので、起立により採決い

たします。

流山源次郎君の議長の辞職を許可することに賛成の諸君の起立を求め

ます。

(賛成者起立)

0副議長(伊藤幸太郎君) 起立多数であります。よって、流山源次郎

君の議長の辞職を許可することに決しました。

(流山源次郎君入場)

流山源次郎君のあいさつ

。副議長(伊藤幸太郎君) この際、流山源次郎君から発言を求められ

ております。

暫時これを許します。

( 2 4番議員流山源次郎君登壇)

024番(流山源次郎君) 私の辞任に際しまして、これを受理してい

ただきました乙とに対して心から厚く御礼申し上げます。

顧みますと、昨年 6月の定例会の最終日におきまして、不肖の私でご

ざいますが、皆さま方の温かい御指名によりまして議長の任にっかして
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いただきまして、以降短才の私でございますが、皆さま方の温かい御指

導、御援助lこよりまして本日までつつがなく、大過なく過ごさせたこと

に対しまして改めて厚く御礼を申し上げる次第でございます。

また、半津市長さん初め執行部の皆さま方におかれましては、私議長

就任以来あらゆる面で細かく温かく御指導賜りましたことに対しまして

改めて厚く御礼を申し上げる次第でございます。

今後は、一議員といたしまして、館山市民の福祉の向上、館山市の発

展のために皆さま方とともに微力でございますが全力を尽くして頑張る

つもりでございますので、よろしく今後とも御指導、御鞭撞のほどお願

いいたしまして、簡単でございますが私のあいさつにかえきしていただ

きます。ありがとうございました。(拍手)

日程の追加

。副議長(伊藤幸太郎君) ただいま議長が欠員となりました。

お諮りいたします。乙の際、議長の選挙を日程lζ追加し、選挙を行い

たいと思います。乙れに御異議ありませんか。

( r異議なし」と呼ぷ者あり)

。副議長(伊藤幸太郎君) 御異議なしと認めます。よって、決定いた

しました。

動議

05番(横溝 功君) この際、議事進行の動議を提出いたします。

暫時、休憩願います。

( r賛成」と呼ぶ者あり)
。副議長(伊藤幸太郎君) ただいま横溝 功君から休憩の動議が提出

され、所定の賛成者がありますので動議は成立いたしました。

本動議を直ちに議題といたします。

お諮りいたします。本動議のとおり決します乙とに御異議ありません

か。

( i異議なし」と呼ぷ者あり)

0副議長(伊藤幸太郎君) 御異議なしと認めます。
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。22番(林 豊君) すでに決定一一ー今乙乙で議決をしてしまったも

のを、今また動議を出してそれを賛成するというわけにはまいりません。

休憩願います。

O副議長(伊藤幸太郎君) 暫時休憩いたします。

午後 12時 25分休憩

午後 1時 35分再開

。副議長{伊藤幸太郎君) 休憩前に引き続き会議を聞きます。

議長の選挙

。副議長(伊藤幸太郎君) 乙れより議長の選挙を行います。

議場の閉鎖を命じます。

(議場閉鎖)

O副議長(伊藤幸太郎君) ただいまの出席議員数は 25名であります。

投票用紙を配付いたさせます。

(投票用紙配付)

O副議長(伊藤幸太郎君) 投票用紙の配付漏れはありませんか。一一

配付漏れなしと認めます。

投票箱を改めさせます。

(投票箱点検)

0副議長(伊藤幸太郎君) 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。投票は単記無記名であります。投票用紙lζ被

選挙人の氏名を記載の上、点呼lと応じて順次投票を願います。

点呼を命じます。

(書記氏名点呼、投票)

。副議長(伊藤幸太郎君) 投票漏れはありませんか。一一一投票漏れな

しと認めます。投票を終了いたします。

議場の閉鎖を解きます。

(議場開鎖)

0副議長(伊藤幸太郎君) 乙れより開票を行います。

会議規則第 31条第 2項の規定はより、立会人lζ近藤好雄君及び安西

益男君を指名いたします。よって、両君の立ち会いを願います。

-1 05-

J 

A 



(立会人登壇、開票)

。副議長(伊藤幸太郎君) 選挙の結果を報告いたします。

投票総数 25票、乙れは先ほどの出席議員数に符合いたしております。

そのうち有効投票 25票、無効投票なし。

有効投票中、伊賀多朗君 24票、神田守隆君 1票、以上のとおりであ

ります。

この選挙の法定得票数は 7票であります。よって、伊賀多朗君が議長

に当選されました。

ただいま議長に当選されました伊賀多朗君が議場におられますので、

会議規則第 32条第 2項の規定により告知をいたします。

議長のあいさつ

0副議長(伊藤幸太郎君) 乙の際、議長伊賀多朗君を御紹介いたしま

す。

(議長伊賀多朗君登壇)

。議長(伊賀多朗君) ただいま皆さま方の御推挙によりまして議長の

任にっかしていただくことになりました。

大変、浅学非才な身でございますけれども、一生懸命やるつもりでご

ざいます。それにつきましでも皆さま方の御指導、御鞭援をいただかな

ければこの大任を果たせないわけでございまして、ぜひよろしくお願い

いたします。

適切な議会運営とスムースな議会運営、あわせて議会並びに館山市の

一層の御発展を祈念するものでございます。

よろしくお願いいたします。ありがとうございました。(拍手)

0副議長{伊藤幸太郎君) 以上で議長と交代いたします。

御協力ありがとうございました。(拍手)

(議長、議長席に着く)

0議長(伊賀多朗君) 暫時休憩いたします。

午後 1時 50分休憩

午後 5時 35分再開

。議長(伊賀多朗君) 休憩前lζ引き続き会議を聞きます。
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会議時間の延長

。議長(伊賀多朗君} お諮りいたします。

本日の会議時間はあらかじめ乙れを延長いたしたいと思います。乙れ

に御異議ありませんか。

( I異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(伊賀多朗君) 御異議なしと認めます。よって、本日の会議時

間は延長することに決しました。

暫時休憩いたします。

午後 5時 36分休憩

午後 8時 19分再開

。議長(伊賀多朗君) 休憩前lζ引き続き会議を聞きます。

日程の追加

。議長(伊賀多朗君) 副議長伊藤幸太郎君から副議長の辞職願が提出

されております。

お諮りいたします。乙の際、副議長辞職の件を日程に追加し、議題と

する乙とに御異議ありませんか。

( I異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(伊賀多朗君) 御異議なしと認めます。よって、乙の際、副議

長辞職の件を日程lこ追加し、議題とすることに決しました。

副議長辞職について

。議長(伊賀多朗君) 副議長辞職の件を議題といたします。

まず、辞職願を朗読いたさせます。

(書記朗読)

0議長(伊賀多朗君) 朗読は終わりました。

お諮りいたします。伊藤幸太郎君の副議長の辞職を許可することに御

異議ありませんか。

( r異議なし Jと呼ぶ者あり)
。議長(伊賀多朗君) 御異議なしと認めます。よって、伊藤幸太郎君

の副議長の辞職を許可する乙とに決しました。
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(伊藤幸太郎君入場)

。議長(伊賀多朗君)

ります。暫時乙れを許します。

( 1 4番議員伊藤幸太郎君登壇)

014番(伊藤幸太郎君) 一言ごあいさつ申し上げたいと思います。

長い乙と副議長の職務を御推薦によりましてつとめてまいりましたが、

今般一身上の都合で辞職いたしました。長い乙とどうもいろいろと御協

力のほどありがたく御礼申し上げます。

今後とも、またよろしくどうぞお願い申し上げたいと思います。

手)

伊藤幸太郎君のあいさつ

この際、伊藤幸太郎君から発言を求められてお

{拍

日程の追加

。議長(伊賀多朗君) ただいま副議長が欠員となりました。

お諮りいたします。乙の際、副議長の選挙を日程に追加し、選挙を行

いたいと思います。これに御異議ありませんか。

( r異議なし Jと呼ぷ者あり)
御異議なしと認めます。よって、決定いたしま。議長(伊賀多朗君)

副議長の選挙

乙れより副議長の選挙を行います。

した。

号
一
一
三
三
号
一
三
一
Z

一
官
一
三
孟
言
三
E

J

Z

T

三
三
三
幸
三
三
三
三
三
三
三
主
主
主
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
主
主
三
三
三
三
Z

三
二
三
一
一
二
三
三
一

Z

。議長(伊賀多朗君)

議場の閉鎖を命じます。

(議場閉鎖)

ただいまの出席議員数は 22名であります。。議長(伊賀多朗君)

投票用紙を配付いたさせます。

(投票用紙配付}

投票用紙の配付漏れはありませんか。一----ie付
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漏れなしと認めます。

投票箱を改めさせます。



(投票箱点検)

O議長(伊賀多朗君) 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。投票は単記無記名であります。投票用紙lζ被

選挙人の氏名を記載の上、点呼に応じて順次投票を願います。

点呼を命じます。

(書記氏名点呼、投票)

。議長(伊賀多朗君) 投票漏れはありませんか。一一一投票漏れなしと

認めます。投票を終了いたします。

議場の閉鎖を解きます。

(議場開鎖)

O議長(伊賀多朗君) 乙れより開票を行います。

会議規則第 31条第 2項の規定lとより、立会人に近藤好雄君及び川名

正二君を指名いたします。よって、両君の立ち会いを顕います。

(立会人登壇、開票)

。議長(伊賀多朗君) 選挙の結果を報告いたします。

投票総数 22票、乙れは先ほどの出席議員数lと符合いたしております。

そのうち有効投票 22票、無効投票なし。

有効投票申、黒川平治君 22票、以上のとおりであります。

乙の選挙の法定得票数は 6票であります。よって、黒川平治君が副議

長に当選されました。

ただいま副議長に当選されました黒川平治君が議場におられますので、

会議規則第 32条第 2項の規定lとより告知をいたします。

副議長のあいさつ

O議長(伊賀多朗君) 乙の際、副議長黒川平治君を御紹介いたします。

(副議長黒川平治君登壇}

。副議長(黒川平治君) ただいまは御推薦いただきまして誠はありが

とうございます。

微力な、また浅学非才な私のようなものでございますが、推薦されま

した以上は懸命に館山市発展のために、また議会運営の円滑な推進のた

めに、精いっぽい頑張る所存でございますので、何とぞ皆さま方の御協
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力、御支援、御指導のほどを切にお願い申し上げまして、私のごあいさ

つにかえさしていただきます。

どうもありがとうございました。 (拍手)

議案の上程

。議長(伊賀多朗君) 日程第 6、議案第 47号人権擁護委員候補者の

推薦についてを議題といたします。

議案の朗読令願います。

(書記朗読)

。議長(伊賀多朗君) 朗読は終わりました。

議案の内容説明

。議長(伊賀多朗君) 議案の説明を求めます。

(市長半津良一君登壇)

。市長(半津良一君) 議案第 47号人権擁護委員候補者の推薦につい

てでございますが、人権擁護委員法第 6条第 3項の規定lζ基づきまして、

6月 14日任期満了となりました人権擁護委員 1人の候補者の推薦を求

められておりますので、引き続き佐野噴き昭さんを最適任といたしまして

御推薦申し上げたく御承認いただきたいと存じます。

よろしくお願いいたします。

。議長(伊賀多朗君) 説明は終わりました。

これより質疑を行います。

御質疑ありませんか。一一一御質疑なしと認めます。 よって、質疑を終

結いたします。

委員会付託の省略

。議長(伊賀多朗君) お諮りいたします。

本案については委員会付託並びに討論省略、直ちに採決する乙とに御

異議ありませんか。

。議長(伊賀多朗君)

( :異議なし Jと呼ぶ者あり)

御異議なしと認めます。 よって、決定いたしま
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した。

採決

。議長(伊賀多朗君) 乙れより採決いたします。

本案を原案どおり可決する乙とに御異議ありませんか。

{ i異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(伊賀多朗君)

おり可決されました。

御異議なしと認めます。よって、本案は原案ど

日程の追加

。議長(伊賀多朗君} お諮りいたします。

乙の際、会期の延長を日程に追加し、議題といたしたいと思います。

乙れに御異議ありませんか。

( i異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(伊賀多朗君) 御異議なしと認めます。よって、 乙の際、会期

延長を日程に追加し、議題とする乙とに決しました。

会期の延長

。議長(伊賀多朗君) 会期の延長を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は本日までと議決されておりま

すが、議事の都合はより会期を 6月 24日まで 4日間延長いたしたいと

思います。乙れに御異議ありませんか。

( r異議なし」と呼ぷ者あり)
0議長(伊賀多朗君} 御異議なしと認めます。よって、会期は 6月2

4日まで 4日間延長する乙とに決しました。

なお、明 21日及び 22日は休会いたしたいと思います。 これに御異

議ありませんか。

( r異議なし」と呼ぶ者あり)
0議長(伊賀多朗君) 御異議なしと認めます。よって、決しました。

散 会 午後 8時 36分
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。議長(伊賀多朗君) 本日の会議は乙れにて散会いたします。

次会は、 6月23日午前 10時開会とし、その議事は千葉県競輪組合

議会議員の補欠選挙といたします。

。本日の会議lζ付した事件

1 議案第 36号乃至議案第 47号

1 講願第 1号乃至請願第 3号

1 日程の追加・発議案第 1号

1 日程の追加・議長辞職について

1 動議

1 日程の追加・議長の選挙

1 会議時間の延長

1 日程の追加・副議長の辞職について

1 日程の追加・副議長の選挙

1 日程の追加・会期の延長
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